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平成２８年度 第７回用瀬地域振興会議 議事概要 

 

【開催日時】 

平成２９年１月２０日（金）午後１時３０分～午後３時５０分 

 

【開催場所】 

用瀬町総合支所 ３階会議室 

 

【参加者】 

 出席委員 谷村萬吉、西川功美、平井育子、谷口芳幸、大家繁博、谷本由美子、西村繁榮、

岸本美鈴、山下ゆかり、中村史生、亀谷幸子、福山裕正 以上１２名（敬称略） 

 

関 係 課 なし 

 

 事 務 局 田中用瀬町総合支所長、沖田副支所長、坂本産業建設課長、谷口市民福祉課長、 

中村地域振興課課長補佐、金谷用瀬人権文化センター所長、金谷地域振興課主幹 

 

 傍 聴 者 ３名 

 

【次第】 

１ 開会 

２ あいさつ 

３ 議題・報告事項 

 

（１）地域内情報伝達設備の整備について 

 

 

 （事務局 資料に基づき説明） 

 

 

（会長） 

 説明では、防災無線が使えないとのこと。 

 

（西村） 

 青谷が運用とのことだが、現在の状況はどうか？ 

 

（事務局） 

 Ｈ２９からなので、まだ運用していない。 

 

（平井） 

 助成金は１回限りとのことだが上限はあるのか？ 
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（事務局） 

 設定する方向で検討しております。 

 

（平井） 

 もっともお金がかかるのは地域無線方式なのか？宅内はどうなるのか。 

 

（岡本） 

 協働推進課が補助金の窓口となる予定です。 

無線方式は、気高、青谷で導入している集落があります。現在の受信機が使えるかどうかと

いうのは分からない。業者によって優先よりも安価になるというところもある。 

 

（西川） 

 これと防災無線との関係はどうなるのか。兼ねるのか。 

 

（事務局） 

 別のものです。防災無線は基本は屋外スピーカになります。 

 

（久能） 

 現在の設備は合併の経過措置で使用しているが、市で電波は１つにしないといけない。 

 防災無線についてはデジタル化にする考えである。福部と国府とがデジタル化しており、青

谷が最も古いため最初に整備をしている。 

 一体化することで、地域情報を流すことができなくなるのではとのことから、それに代わる

伝達方法を検討し、案を提示したところです。Ｈ２９から運用する考えです。音声告知端末に

ついてはすでに国府町で運用されています。地域や自治会や組合を作って設備を導入して、そ

れを支所や学校等が利用させていただいて国府のエリアの情報を流しています。危機管理の情

報については、この音声告知端末にも流れるようになっているようです。 

 

（谷村） 

 国府のＣＡＴＶの加入率は？ 

 

（久能） 

 約５０％です。 

 

（谷村） 

 加入していない方々へはどのような形で情報発信しているのか。 

 

（久能） 

 市報や、ＣＡＴＶ、チラシや回覧板などを活用している。 

 

（谷村） 

 実態がどのように感じているのかもっと研究しなければいけない。 

 

（事務局） 

 時代によって機会が進歩している。今の人はスマホにメールで配信される。 
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（谷村） 

 ＣＡＴＶの加入率向上への対策はないのか 

 

（山根） 

 加入率アップの対策として、機器の加入が入りやすくするくらい。ＣＡＴＶに加入金の減額

の措置を考えてもらうよう要請している。加入金について、市の助成はない。 

 

（久能） 

 端末装置には地区での補助制度を考えていますが、ＣＡＴＶ加入はそれぞれの家庭でお願い

をしております。 

 

（平井） 

 ＣＡＴＶは機器の助成をしてもらっても月額の料金が必要であれば、１００％は難しいので

はないか。 

 

（事務局) 

告知音声端末の利用料金は１００円です。 

 

（平井） 

 有線放送を使っているが、設備が古くなってきているので不安。他の市町村の状況等、もう

少し具体的に説明をしてもらいたい。 

 

（岡本） 

 １、２、３の違いは、１はすでに鳥取市全域に整備されているので加入するだけで、市の情

報も得ることが出来る。２，３は整備された地域に限定されるし、支所からはできなくなる。 

あくまで地域で整備をするもので、行政で情報を発信するために整備するものではありません。 

 

（平井） 

現在支所から流れている情報は流せないということか。 

 

（岡本） 

 流せる手段があるとすれば１の音声告知端末だけです。 

 

（平井） 

 私たちが欲しいのは支所からの情報も含めてほしいので、そこがどうなるかを教えていただ

かないと。 

 

（岡本） 

 次回説明したいと思います。 

 

（谷口） 

 防災無線は、風や雨の災害時に危機管理ということで流すが、そういうおそれがあるから個

人の家にも流してほしい。そうなると１案しかないということか。外は聞きにくい場合もある。 

 

（岡本） 

 危機管理課との協議の中で、１については支所にも機器を置いて放送することは可能である。
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２，３は自主防災には戸別受信機が配布されるので、それを聞いてから各集落で流してもらう

しかない。 

 

（谷村） 

 用瀬が欲しいのは、支所からの放送もそうだが、３つ地区のまちづくり協議会が今まで通り

地域情報を発信できることである。それぞれに放送の拠点は作れるのか。 

 

（山根） 

 １の方式では、地区単位での放送が可能です。 

 

（谷村） 

 ４か所に放送拠点があれば今の状況と同じとなる。ただ、加入率が１００％ではないのが。 

 

（岡本） 

 １はＣＡＴＶで月額５００円、告知端末は月額１００円の使用料が発生します。 

 

（亀谷） 

 ＣＡＴＶも払って、告知端末も別に使用料を払ってということになるのか。 

 

（谷村） 

 どれぐらいの放送が見られるのか。 

 

（山根） 

 通常の民法派にＣＡＴＶオリジナル番組です。 

月額１００円の使用料は、音声告知端末以外にも携帯電話への配信なども選べるようになっ

ています。どの手段であっても１００円をくださいということです。また改めて説明させてい

ただきます。 

 

（谷村） 

 いつまでに移行する目標なのか 

 

（久能） 

 防災無線のデジタル化は、Ｈ３１～３２までに進める方針であり、この助成制度はデジタル

移行後１～２年までは残す予定です。 

 

（福山） 

 助成率は１０/１０ですか 

 

（久能） 

 それはないと思う。上限を設ける予定です。 

 

（西川） 

 これはどのように進めるのか。 

 

（久能） 

 ご意見をいただいて、最終的には議会での決定を受けてになる。 
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（谷村） 

 自治会もあるので、そこでも検討いただきながら、最終的には地域振興会議にて決めていく

ことになるのか。 

 

（事務局） 

 制度として確定した時には、改めて制度の説明をして、対応としては各集落が主体となって

どう取り組んでいくかということになると思います。行政としてこうしていきましょうという

方針ではありません。今後各地区、自治会としてどのようにしていくのかということになるの

かと思います。 

 

（谷村） 

 行政だけではなくまち協の関係もあるので、地区ではなく用瀬１本で自治会に情報を流しな

がら意見を聞く機会が必要だと思いますし、最終的には地域振興会議で本庁から資料をいただ

きながら方向を出すということではないかと思う。 

 

 

 

（２）教育委員会分室の執務場所等の変更について 

 

（谷村） 

 各講座、自主的なグループ団体など以前の中央公民館で管理をしていた活動などは、支所で

分室が対応するということか。 

 

（事務局） 

 以前の中央公民館の業務は、今は分室が引き継いでいるので、支所に移動しても対応します。 

 

 

（３）地域の課題・問題点について 

 ◆バスの路線再編を含めた公共交通の維持と利用促進について 

 

 

（谷村） 

 サロンもあるところとないところがあるが。 

 

（事務局） 

 全集落ではないがサロンを開催しているところに聴き取りに行ったということです。 

 

（谷村） 

 どうしても遠隔地のほうが問題があると思う。 

 

（事務局） 

 この１年間全然使われていないルートもある。 

 

（西村） 

  生活交通会議に出ているが、どこでも悩みは同じ。利用されないので廃止するところが出
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てきている。アンケートを取れば意見は千差万別だと思う。今は運転が出来るからよいが、

将来的にはバス路線がなくなると困るということをどこの方も思っておられる。どうして維

持していくかということが大事だと思う。利用しないから通らないとのことだが。 

  比較的、佐治は利用率が高いと思う。 

 

（谷村） 

  無くなると困るという心配があるが、なかなか乗らない。 

  高齢者の事故問題に関係して、免許を返上した時の制度があるが、定期の制度もなかなか

利用されない。 

 

（西村） 

 なかなか難しい会議です。 

 

（谷村） 

 せっかく跨線橋を整備したので、バス路線は何とか喜んで使えるものをと思う。必要なもの

だと思う。 

 

（西村） 

 各集落で具体的に協議していかないと、前向きにいかないと思う。 

 

（事務局） 

 昨年の１１～１２月にサロン等に出向いたりして聴き取りをした。江波に変える便が昼ごろ

にないとか、支所まで上がる便も欲しいということなど様々な要望を交通政策課やバス会社と

協議し、次回の生活交通会議に諮った中で、見直しの結論が出て向かっていくことになる。定

期券の有効活用など、直接で見ていって説明をしながら、常に情報を得ながら利用者を増やす

ように活動していきたい。 

 

（谷村） 

 一人でも多くという取り組みをしてほしい。時間的なものやルートなど具体的に増やし行っ

てほしい。一気に変わるのは難しい。 

 

（亀谷） 

 ＴＶを見ていたらダイヤを設けずに各家庭から電話で予約をして、総合的に予約を集めてダ

イヤを日によって変える対応をしているという過疎地域の取り組みを見た。このダイヤでなく

ても使う人に寄り添うやり方もあるのでは。 

 

（事務局） 

 登録制にしてみる考えもある。 

 

（岸本） 

 高齢者の免許証返納の情報を集めて、その方に乗り合いバスの利用を説明にいって知らせる

サービスが必要だと思う。 

 

 

（４）総合支所整備（耐震化）の推進について 
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（谷村） 

 ９月の補正予算に計上との説明であった。この件は２月１０日の会長会でも状況について報

告したいと思う。 

  

（事務局） 

何か要望や意見があればお聞かせいただければと思う。 

 

（谷村） 

概略は出ているが、これから検討するということで。今の時点で意見、要望があれば。 

 郷土資料館はどうするのか。 

 

（事務局） 

今は図書館が対応しているが、無人となっては中に重要なものが入っているので。来週文化

財課とやまびこ館の学芸員が来られるとのこと。決まっていくこともあると思う。 

 

（谷村） 

 図書館とは関連がある施設だと思う。皆さんの意見はどうでしょう。集約したほうがよいの

では。 

 

（西川） 

 スペース的な問題があるのでは。 

 

（事務局） 

 あのままの移転は不可能。図書館の跡地利用も絡んでくると思う。 

 

（谷村） 

 数を減らす目標もあるので、難しいのでは。図書館と関連があると思うので、意見として

受け取っていただければと思う。 

 

（５）その他 

 

  特になし 

 

 

４ 地域振興への意見・提言（委員発表） 

 

  亀谷委員による発表 

    移住定住の推進に向けた子育て行政への提言について 

     ・用瀬町での子育てについて 

     ・若桜町の子育て支援について 

     ・より多くの方が住みたい地域となるための子育て支援の課題について 

中村委員による発表 

    郵便局の活動を通した地域での取り組みについて 

     ・郵便局と行政との連携事業について 

     ・郵便局と地域との連携した取り組みについて 
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５ 各課報告 

 

  事務局 （資料などで説明） 

 

地域振興課 行事予定、多文化交流とまちづくりシンポジウムについて説明 

   産業建設課 山歩き講座、流しびな行事について説明 

市民福祉課 鳥取市ふれあい収集について説明 

 

 

６ 次回日程について 

    開催予定日 ２月２２日（水） １５時  

          会場については、用瀬町総合支所を予定 

  

７ 閉  会 


